
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 恵那市立恵那北中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日（土） 

実 施 概 要 ① 合唱祭（学年、学級合唱・ＰＴＡ合唱を披露、中津高吹奏楽部を招待） 

② ＰＴＡ資源回収（地域活動として，生徒，保護者，地域が一体となった

        資源回収） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者  ①１４０人 ②９０人  
                   人 

 
  計      ２７０   人 

地域関係者 ① ４０人 

 
実 施 状 況 

① 全校，各学年，学級，ＰＴＡで取り組んできた『合唱』を発表した。 

・生徒の合唱練習やその様子を通信などで公表した。 

・合唱の案内を保護者や地域の方へ配布し，生徒の学習の成果を公表できた。 

・保護者と教職員の合唱も参加し，夜１０月～１１月に渡り，数回練習を重

ね，当日公表することができた。 

・笠周三町ふれあい事業との協賛で地域の方にも働きかけた。 

・中津高校吹奏楽部を招き、高校生の質の高い演奏を肌で感じた。 

② 恵那北中学校区（中野方地区，飯地地区，笠置地区）の３地区で同時

に実施した。 

・午後１時３０分から午後３時まで。 

・実施内容は，学校だよりに掲載し、町内にチラシを回覧した。 

・当日中学生は、ボランティア活動として，地域に入り込み，収集や

トラックの詰め込み，後片付けなどの作業を実施した。  

 
成果及び課題 

 成果○（合唱交流会について）  

①練習中も他学年を意識しながら，よい面での競争意識もあり，非常に質の

高い合唱となった。 

②合唱が，生徒にとっても地域にとっても誇りとなる活動として，定着し，

心の面でも仲間作りの面でも非常に有効であった。 

③ＰＴＡ合唱で教職員と保護者が力を合わせたことで学校への信頼につなが

った。 

課題▲ 

・合唱に対する思いや取組を、さらに熱く伝えることが大切である。 

★保護者・地域の方々の反応や意見 

○どの学年も合唱に対するこだわりがあり、質の高さに驚いた。 

○生徒の意欲や一生懸命な姿が伝わり，心から感動した。 

 

 成果○（資源回収について）  

①生徒が実によく動き，保護者・地域からも喜ばれた。  

②生徒自身に働くことの大切さや，資源の大切さを実感させ，環境教育

の側面からも有効であった。  

課題▲ 生徒がいなくなった地域の見届けが難しい。  
 


